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イ
エ
ス･

キ
リ
ス
ト
は
平
和
の
君
と
し
て
来
ら

れ
た
。
私
た
ち
は
平
和
の
君
の
誕
生
を
祝
う
。�

　
し
か
し
、
イ
エ
ス･

キ
リ
ス
ト
が
平
和
の
君

と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
宗
教
は
平

和
で
は
な
く
、
戦
争
の
原
因
で
は
な
い
の
か
。

世
界
か
ら
宗
教
が
な
く
な
れ
ば
、
戦
争
も
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か
。�

　
平
和
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
。
平
和
を
全
体

的
に
説
明
す
る
の
は
難
し
い
。
健
康
と
は
何

か
を
語
る
よ
り
も
、
病
気
を
説
明
す
る
方
が

易
し
い
。
し
か
し
病
気
を
持
た
な
い
こ
と
が

健
康
で
は
な
い
よ
う
に
、
戦
争
の
な
い
こ
と

が
平
和
で
は
な
い
。�

　
戦
争
も
病
気
も
、
イ
エ
ス･

キ
リ
ス
ト
の
誕

生
以
前
か
ら
あ
っ
た
。�

　
す
べ
て
の
人
が
健
康
を
求
め
る
よ
う
に
、

す
べ
て
の
人
が
平
和
を
求
め
る
。
し
か
し
人

は
健
康
を
求
め
て
、
病
気
に
な
る
よ
う
な
こ

と
を
す
る
。
平
和
を
求
め
て
戦
争
を
起
こ
す
。

口
で
は
平
和
を
求
め
る
と
言
う
が
、
実
際
は

何
を
求
め
て
い
る
の
か
。�

　
家
庭
で
も
社
会
で
も
、
世
界
で
も
、
強
い

者
が
力
ず
く
で
反
対
派
を
沈
黙
さ
せ
、
自
分

の
意
思
を
押
し
通
し
、
自
分
の
栄
光
を
輝
か

せ
て
、
そ
れ
を
平
和
と
呼
ぶ
。
一
般
に
平
和

と
呼
ば
れ
る
情
況
は
こ
れ
で
あ
る
。�

　
先
ず
初
め
に
神
の
栄
光
を
求
め
な
い
と
こ

ろ
に
、
眞
の
平
和
は
な
い
。�

�

ル
カ
に
よ
る
福
音
書
２
章
　
節�

14

聖
　
句�

　
一
年
の
巡
り
は
早
く
、
今
年
も
ク
リ
ス
マ
ス
を
迎

え
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
学
生
達
も
ク
リ
ス
マ
ス

礼
拝
と
祝
会
の
準
備
に
入
っ
た
様
で
す
。
本
学
の
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー（
も
み
の
木
の
緑
に
真
赤
な
紅
玉
リ
ン
ゴ

と
雪
の
結
晶
を
形
ど
っ
た
繊
細
な
飾
り
、
銀
色
の
細
い

つ
ら
ら
に
見
た
て
た
ひ
も
様
の
飾
り
を
ぶ
ら
さ
げ
、
ロ
ー

ソ
ク
を
各
所
に
留
め
た
も
の
で
、
近
よ
る
と
ほ
の
か
に

甘
い
香
り
が
漂
っ
て
い
る
）は
町
中
の
も
の
と
は
大
き
く

異
な
り
、
清
楚
で
温
も
り
と
や
す
ら
ぎ
を
感
じ
る
も
の

で
す
。
聖
隷
の
精
神
を
現
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

初
め
て
見
る
一
年
生
は
ど
ん
な
反
応
を
示
す
で
し
ょ
う

か
、
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。�

　
さ
て
、
聖
隷
学
園
報
二
十
二
号
に
も
記
し
ま
し
た
が
、

一
九
九
七
年
に
立
て
ら
れ
た
学
園
第
一
次
中
長
期
経
営

計
画
に
従
い
、
看
護
学
部
大
学
院
設
置
に
次
ぐ
二
番
目

の
計
画
ど
お
り
現
在
の
介
護
福
祉
専
門
学
校
を
発
展
的

解
消
し
、
社
会
福
祉
学
部
開
設
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

準
備
に
か
け
た
二
年
余
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
大
変
な

労
力
と
努
力
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
、

つ
く
づ
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
直
接
そ
の
任
に
当
た
ら

れ
た
職
員
の
方
々
に
は
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。
本
年

四
月
に
文
部
科
学
省
に
一
年
有
余
を
か
け
て
準
備
作
成

し
た
数
多
く
の
分
厚
い
申
請
書
類
の
提
出
、
続
い
て
二

次
申
請
書
類
を
、
そ
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
称
す
る
面
接

に
よ
る
質
問
審
査
と
書
類
に
よ
る
ハ
ー
ド
面
の
審
査
を
、

更
に
介
護
福
祉
士
育
成
に
関
す
る
審
査
は
厚
生
労
働
省

に
よ
る
審
査
も
あ
り
、
特
に
介
護
実
習
室
の
設
備
、
指

導
教
員
の
デ
モ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
等
の
厳
し
い
審
査
も

無
事
終
了
し
、
十
二
月
中
旬
に
認
可
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
認
可
後
は
直
ち
に
学
生
募
集
開
始
で
す
。�

　
小
さ
な
、
偉
大
な
意
思
か
ら
始
ま
っ
た
聖
隷
の
理

念
を
受
け
継
い
だ
大
学
で
学
ん
だ
学
生
達
は
、
福
祉
、

看
護
の
実
践
活
動
を
通
し
て
、
必
然
的
に
そ
の
専
門

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
く
れ
る
も
の
と
信

じ
て
お
り
ま
す
。
ハ
ー
ド
面
の
準
備
と
し
て
校
舎
の

増
築
も
同
時
に
進
行
し
、
看
護
学
部
で
あ
っ
た
一
号

館
の
改
造
、
改
装
を
合
わ
せ
二
号
館
の
完
成
も
近
づ

い
て
お
り
ま
す
（
上
図
参
照
）
。�

　
大
学
が
設
置
さ
れ
た
十
年
間
は
、
看
護
学
部
、
看
護

学
研
究
科
看
護
学
専
攻
の
大
学
院
を
持
つ
看
護
単
科
大

学
で
歩
ん
で
参
り
ま
し
た
が
、
来
年
度
の
社
会
福
祉
学

部
開
設
と
共
に
、
聖
隷
学
園
浜
松
衛
生
短
期
大
学
看
護

学
科
及
び
助
産
学
専
攻
科
を
併
せ
、
新
た
に「
看
護
学

部
」「
社
会
福
祉
学
部
」「
看
護
短
期
大
学
部
」の
三
学

部
体
制
の
大
学
に
拡
大
い
た
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら

大
学
の
名
称
を
学
生
、
同
窓
会
、
教
職
員
の
意
向
の
元

に「
聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大
学
」と
改
正
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
更
に
は
、
大
学
運
営
組
織
の
改
正
、
各
種

委
員
会
諸
規
定
等
の
変
更
及
び
在
学
部
に
お
い
て
は
教

育
課
程
の
一
部
改
正
等
々
、
諸
々
の
改
変
を
行
う
た
め
、

各
学
部
予
定
校
か
ら
の
学
部
長
や
代
表
委
員
等
に
よ
る

検
討
を
重
ね
、
今
日
に
至
り
、
現
在
も
継
続
中
で
す
が
、

大
方
ま
と
ま
っ
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
在
校
生
の

教
育
と
今
新
た
な
教
育
の
質
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
の

各
種
の
検
討
と
計
画
で
あ
り
、
全
教
職
員
の
絶
大
な
協

力
と
努
力
に
よ
る
結
果
と
し
て
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

大
学
三
学
部
へ
の
移
行
準
備
期
の
二
年
間
を
振
り
返
り

ご
報
告
と
さ
せ
て
戴
き
、
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
る
大
学

へ
の
ご
支
援
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

社
会
福
祉
学
部
開
設
に
あ
た
っ
て�

聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
看
護
大
学
　
学
長�

深
瀬
須
加
子�

聖
隷
学
園
宗
教
主
任�

聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
看
護
大
学
　
教
授�
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聖隷クリストファー大学　社会福祉学部　2002年度入試概要�

■定　　員　社会福祉学部社会福祉学科／95名�

■募集人員�

併設高等学校推薦入学�

公募制推薦入学A�

公募制推薦入学B�

社会人入試�

一般入試�

5名�

15名�

5名�

5名�

65名�

95名�

入試種別�

計�

募集人員の内訳�

※専攻（社会福祉専攻［55名］、介護福祉専攻［40名］）の決定は入学後に行います。�

■日程�

出願期間�

選抜期日�

合格発表�

入学手続期間�

1月7日～1月15日必着�

1月26日�

1月29日�

1月30日～2月6日�

入試種別� 推薦入学関係・社会人入試�

1月10日～1月31日必着�

2月9日、2月10日�

2月18日�

2月19日～2月28日�

一般入試�

※一般入試は、試験日自由選択制です。両日に出願することもできます。�

■出　　願�
　資 格 等 �

公募制推薦入学A�

公募制推薦入学B�

社会人入試�

一般入試�

専願�

専願�

併願可�

併願可�

入試種別�

小論文／面接�

小論文／面接�

小論文／面接�

学科試験3教科3科目�

選抜方法等�

◎現役　◎調査書の学習成績概評がB段階以上の者�

◎現役　◎ボランティア参加証明書を提出できる者�

◎高等学校卒業後2年以上経過した者（入学時）�

◎高等学校卒業・卒業見込み　他�

出願資格� 専願・併願の別�

■一般入試�
　試験科目�

●詳しくは、�
　入試・広報センター�
　053（436）8122�
　までお問合せください。�
�

国語�

外国語�

地歴・公民�

数学�

理科�

教科�

左記の教科・科目から2教科2科目を選択�

（但し、地歴と公民を選択の2教科にする�

　ことはできません。）�

必須�

備考�

「国語Ⅰ・Ⅱ（古文・漢文を除く）」�

「英語Ⅰ・英語Ⅱ・リーディング」�

「世界史B」、「日本史B」、「現代社会」�

「数学Ⅰ・数学A」�

「生物ⅠB」�

科目� ※2003年度入学者選抜から
編入学生（定員10名）の受け
入れを行う予定です。�

社
会
福
祉
学
部
の
概
要�

社
会
福
祉
学
部
増
設
準
備
室
室
長�

聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
看
護
大
学
助
教
授�

山
本
　
誠�

学部長予定者の紹介�
遠藤久江�

1938年生まれ、明治学院大学大学院社会学

研究科社会福祉学専攻修士課程修了。沖縄

キリスト教短期大学助教授、福島県立会津短

期大学（後に会津大学短期大学部に校名変更）

社会福祉科科長、教授を歴任、現在は東海大

学健康科学部社会福祉学科主任教授。�

●社会福祉学部�
　概念図�

　
十
二
月
の
正
式
認
可
を
受
け
て
、い
よ
い
よ

二
〇
〇
二
年
四
月
よ
り
社
会
福
祉
学
部
が
始

ま
り
ま
す
。本
学
社
会
福
祉
学
部
社
会
福
祉

学
科
は
、収
容
定
員
四
〇
〇
名
、入
学
定
員
九

五
名
、三
年
次
編
入
学
定
員
十
名（
二
〇
〇
三

年
三
月
か
ら
実
施
予
定
）と
し
、社
会
福
祉
専

攻
と
介
護
福
祉
専
攻
を
設
け
、学
生
は
い
ず

れ
か
の
専
攻
に
所
属
し
ま
す
。社
会
福
祉
専
攻

で
は
、聖
隷
の
歴
史
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
福
祉

の
原
点
を
学
ぶ
と
共
に
社
会
福
祉
の
専
門
性

を
探
求
し
て
い
き
ま
す
。四
年
間
の
学
習
の
中

で
、社
会
福
祉
士
国
家
試
験
受
験
資
格
、精
神

保
健
福
祉
士
国
家
試
験
受
験
資
格
、又
は
そ

の
両
方
の
受
験
資
格
を
取
得
し
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。ま
た
介
護
福
祉
専
攻
で
は
、聖

隷
介
護
福
祉
専
門
学
校
及
び
そ
の
前
身
の
福

祉
医
療
ヘル
パ
ー
学
園
で
な
さ
れ
て
き
た
ヘル
パ
ー

教
育
、介
護
福
祉
士
養
成
教
育
の
使
命
を
受

け
継
ぎ
、介
護
福
祉
士
資
格
取
得
、社
会
福
祉

士
の
国
家
試
験
受
験
資
格
を
目
指
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。ま
た
ど
ち
ら
の
専
攻
に
お
い
て
も
、

福
祉
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
カ
ー
及
び
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
資
格
取
得
の
道
が
開
か
れ

て
い
ま
す
。�

　
さ
て
概
念
図
に
も
あ
る
よ
う
に
、社
会
福
祉

の
学
習
に
は
マ
ク
ロ
と
ミ
ク
ロ
の
視
点
が
必
要
で

す
。ど
ち
ら
か一
方
の
視
点
が
あ
れ
ば
よ
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、常
に
双
方
の
視
点
か
ら
社

会
福
祉
を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。こ
の

こ
と
を「
国
際
　
地
域（
考
察
の
幅
）」「
社
会

　
人
間（
考
察
の
深
み
）」「
政
策
・
制
度
　
援

助
・
方
法（
考
察
の
専
門
性
）」と
し
て
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。ま
た「
国
際
　
地
域
」と「
社
会

　
人
間
」の
学
び
を
通
し
て「
文
化
」が
育
ま

れ
、「
国
際
　
地
域
」と「
政
策
・
制
度
　
援
助
・

方
法
」の
修
得
に
よ
り「
連
携
」が
強
固
な
も

の
に
な
り
、「
社
会
　
人
間
」と「
政
策
・
制
度

　
援
助
・
方
法
」か
ら「
共
生
」の
視
点
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま

す
。本
学
部
で
の
学
び
は

こ
れ
ら
を
統
合
し
て
い
く
こ
と
を
可
能
と
し

て
い
ま
す
。ま
た
こ
れ
ら
全
て
の
中
心
に
あ
る

の
が「
聖
隷
の
精
神
と
キ
リ
ス
ト
教
」で
す
。聖

隷
の
社
会
福
祉
実
践
の
中
心
に
は
、常
に
キ
リ

ス
ト
教
に
基
づ
く
人
間
理
解
が
あ
り
ま
し
た
。

目
の
前
に
い
る「
こ
の
人
」と
共
に
生
き
る
こ

と
を
大
切
に
し
、社
会
に
お
い
て
一
番
弱
い
立

場
に
あ
る
人
の
支
援
を
常
に
考
え
て
き
た
歴

史
が
あ
る
の
で
す
。こ
れ
ら
は
教
育
課
程
の
中

に
授
業
科
目
と
し
て
具
体
的
に
反
映
さ
れ
て

お
り
、社
会
福
祉
の
学
び
を
土
台
と
す
る
人

材
、地
域
と
国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材

が
育
っ
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。�

　
社
会
福
祉
学
部
は
、多
く
の
皆
さ
ま
の
祈

り
と
ご
支
援
の
中
で
実
現
し
て
き
ま
し
た
。聖

隷
の
歴
史
を
振
り
返
る
場
と
し
て
、福
祉
現

場
で
働
く
人
に
は
専
門
知
識
を
深
め
る
場
と

し
て
、そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
社
会
福
祉
を
担
っ

て
い
こ
う
と
願
う
人
た
ち
に
は
、良
き
学
び
舎

と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。�
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去
る
二
〇
〇
一
年
十
一
月
二
十
二
日
、
評
議

員
会
、
理
事
会
に
先
立
ち
十
一
月
一
九
日
に
完

成
引
渡
し
を
受
け
た
大
学
二
号
館
の
献
堂
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
十
月
二
十
四
日
の

起
工
式
以
来
、約
十
三
カ
月
に
渡
っ
た
工
事
期

間
中
、
学
生
・
教
職
員
並
び
に
近
隣
の
施
設

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
無

事
に
工
事
を
終
え
た
こ
と
に
対
し
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。�

�

●
最
近
の
動
き�

　
完
成
し
た
大
学
二
号
館
は
、
鉄
骨
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
七
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
四
〇

七
四
・
五
五
　
、一
階
は
四
五
〇
席
の
食
堂
ホ
ー

ル
、二
階
は
聖
隷
集
団
全
体
の
共
有
財
産
と
し

て
聖
隷
歴
史
資
料
館
を
設
置
し
聖
隷
草
創
期

か
ら
昭
和
四
十
一
年
頃
ま
で
の
歴
史
資
料
を
中

心
に
、
聖
隷
事
業
の
初
期
か
ら
根
底
に
流

れ
て
い
る
理
念
、
継
承
す
べ
き
精
神
を
考

え
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
と
し
て
整
備
し

ま
す
。
既
に
聖
隷
福
祉
事
業
団
、
聖
隷
学
園
、

十
字
の
園
、
小
羊
学
園
、
遠
州
栄
光
教
会

な
ど
の
各
法
人
の
理
事
長
、
関
係
者
で
聖

隷
歴
史
資
料
館
運
営
委
員
会
を
発
足
さ
せ

検
討
が
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
三
階
に
は

介
護
実
習
室
、
入
浴
実
習
室
、
四
階
・
五
階

に
は
小
教
室
・
中
教
室
・
演
習
室
、
六
階
・
七

階
に
は
教
員
研
究
室
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
二
〇
〇
二
年
度
初
め
ま
で
の
間
に
、

一
号
館
一
階
学
生
ホ
ー
ル
が
図
書
館
と
し

て
改
修
さ
れ
る
他
、
地
階
ロ
ッ
カ
ー
室
の
拡

張
工
事
、
外
構
造
園･
植
栽
工
事
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
既
に
十
月
三
十
一
日
に
は
、
高

等
学
校
校
舎
全
面
移
転
計
画
の
第
一
期
工

事
に
あ
た
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
全
天
候
型
五

面
）・フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト（
二
面
）・
既
設
ク
レ
ー

コ
ー
ト
の
全
天
候
型
コ
ー
ト
へ
の
改
修
工

事
の
起
工
式
が
行
わ
れ
、
十
一
月
一
日
か

ら
着
工
し
、
二
〇
〇
二
年
六
月
末
に
は
完

成
の
予
定
で
す
。�

�

●
第
二
次
十
ヵ
年
経
営
計
画
の
骨
子�

　
献
堂
式
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
評
議
員
会
・

理
事
会
に
お
い
て
二
〇
〇
二
年
度
か
ら
二

〇
一
一
年
度
ま
で
の
十
カ
年
経
営
計
画（
第

二
次
十
カ
年
経
営
計
画
）の
概
要
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
、
学
内
外
か
ら
広
く
意

見
を
お
聞
き
し
、
関
係
諸
機
関
と
詳
細
を

詰
め
、
二
〇
〇
二
年
三
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
評
議
員
会･

理
事
会
に
お
い
て
最
終
決

定
す
る
考
え
で
す
。�

　
聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
看
護
大
学
が
設
置
さ

れ
た
の
が
一
九
九
二
年
四
月
。
そ
の
後
、
一
九

九
七
年
度
か
ら
二
〇
〇
六
年
度
ま
で
の
十

年
の
間
に
、
大
学
院
看
護
学
研
究
科
修
士

課
程（
一
九
九
八
年
度
開
設
）、社
会
福
祉
学

部
社
会
福
祉
学
科（
二
〇
〇
二
年
四
月
開
設
）

を
設
置
し
、二
〇
〇
六
年
度
か
二
〇
〇
七
年

度
に
高
等
学
校
校
舎
全
面
移
転
す
る
こ
と

を
第
一
次
十
カ
年
経
営
計
画
に
盛
り
込
ん

で
い
ま
し
た
。
高
等
学
校
校
舎
全
面
移
転

計
画
は
、
既
に
第
一
期
工
事
が
始
ま
り
、

新
校
舎
と
体
育
館
は
二
〇
〇
三
年
八
月
に

は
竣
工
の
予
定
で
、
当
初
二
〇
〇
六
年
度

ま
で
か
か
る
と
さ
れ
て
い
た
計
画
は
二
年

半
前
倒
し
し
て
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
高
等
学
校
校
舎
全
面
移
転

を
機
と
し
た
今
後
十
年
間
を
第
二
次
十
カ

年
経
営
計
画
と
し
て
ま
と
め
た
わ
け
で
す
。�

�

●
前
半
の
五
年
間（
二
〇
〇
六
年
度
ま
で
）�

　
二
〇
〇
二
年
度
は
社
会
福
祉
学
部
が
開

設
さ
れ
、
大
学
の
名
称
が「
聖
隷
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
大
学
」に
、
短
期
大
学
の
名
称
が「
聖

隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大
学
看
護
短
期
大
学
部
」

に
変
わ
り
、
看
護
学
部
、
社
会
福
祉
学
部

と
一
体
的
な
組
織
運
営
体
制
に
移
行
し
ま
す
。�

　
一
九
七
八（
昭
和
五
三
）年
に
福
祉
医
療

ヘ
ル
パ
ー
学
園
に
始
ま
っ
た
ヘ
ル
パ
ー
養

成
は
、
一
九
八
八（
昭
和
六
三
）年
に
開
設

し
た
聖
隷
介
護
福
祉
専
門
学
校
に
引
き
継

が
れ
、
さ
ら
に
新
た
に
開
設
す
る
社
会
福

祉
学
部
に
そ
の
歴
史
を
引
き
継
い
で
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
社
会
福
祉
学
部
の
開

設
に
あ
わ
せ
て
聖
隷
介
護
福
祉
専
門
学
校

は
学
生
募
集
を
停
止
し
、
在
学
生
の
卒
業

を
も
っ
て
二
〇
〇
三
年
度
末
に
発
展
的
に

解
消
し
ま
す
。�

　
高
等
学
校
校
舎
全
面
移
転
の
た
め
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト･

フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
が
完
成
す
る
と

二
〇
〇
二
年
四
月
頃
か
ら
新
校
舎
・
体
育
館

建
築
工
事
に
着
工
し
ま
す
。新
校
舎
は
地
上

七
階
建（
延
べ
床
面
積
八
五
九
〇
　
）、体
育

館
は
地
上
二
階
地
下
一
階
建（
四
三
四
五
　
）

の
規
模
に
な
る
見
込
み
で
す
。�

　
二
〇
〇
三
年
度
に
は
短
期
大
学
の
改
組

転
換
の
認
可
申
請（
リ
ハ
ビ
リ
関
係
の
学
部

増
設
と
看
護
学
部
の
定
員
増
並
び
に
編
入

学
定
員
設
定
）を
行
い
、
二
〇
〇
四
年
四
月

開
設
を
め
ざ
し
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
関
係
の

学
部
増
設
に
あ
た
っ
て
は
新
た
に
大
学
に

三
号
館
を
建
築
す
る
予
定
で
す
。
並
行
し
て

二
〇
〇
四
年
四
月
開
設
を
め
ざ
し
て
大
学
院

社
会
福
祉
学
研
究
科
修
士
課
程
増
設
の
認
可

申
請
を
行
う
考
え
で
す
。二
〇
〇
五
年
度
に

は
大
学
院
博
士
課
程
構
想
の
検
討
に
着
手

す
る
ほ
か
、
総
合
チ
ャ
ペ
ル
の
設
計
に
入

り
ま
す
。
二
〇
〇
六
年
度
に
は
中
高
一
貫

教
育
を
実
施
す
る
た
め
中
学
校
の
設
置
認

可
申
請
を
行
い
、
二
〇
〇
七
年
四
月
開
校

を
め
ざ
し
ま
す
。�

�

●
後
半
の
五
年
間（
二
〇
一
一
年
度
ま
で
）�

　
二
〇
〇
七
年
度
に
は
聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

中
学
校
を
開
設
す
る
ほ
か
、
総
合
チ
ャ
ペ

ル
の
建
築
工
事
に
着
工
し
ま
す
。
こ
の
年
、

大
学
院
博
士
課
程
の
設
置
認
可
申
請
を
行
い
、

看
護
学
研
究
科
、
社
会
福
祉
学
研
究
科
、

リ
ハ
ビ
リ
関
係
の
研
究
科
を
博
士
課
程
前

期
課
程･

後
期
課
程
に
改
め
る
考
え
で
す
。

そ
の
後
、
二
〇
一
〇
年
度
に
は
短
期
大
学

校
舎
を
解
体
し
大
学
に
四
号
館
を
建
築
す
る

と
と
も
に
総
合
図
書
館
の
建
築
を
予
定
し
ま

す
。
二
〇
一
一
年
度
に
は
第
三
次
十
カ
年
経

営
計
画
を
ま
と
め
次
の
十
年
に
備
え
ま
す
。�
第
二
次
十
ヵ
年
経
営
計
画
（
二
〇
〇
二
〜
二
〇
一
一
年
度
）に
つ
い
て�

法
人
事
務
局
長�

堀
口
路
加�

▲2号館玄関のガラスに装飾された「キリストを背負うクリストファー」�

▲聖隷クリストファー高等学校  新校舎イメージ図（2003年8月完成予定）�北面� 南面�
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消
費
収
入
の
部�

消
費
支
出
の
部�

法　人�

2000年度消費収支計算書� 2001年度消費収支予算書�
大　学� 短期大学� 高等学校� 専門学校� 合　計� 法　人� 大　学� 短期大学� 高等学校� 専門学校� 合　計�

学生生徒等納付金�
手数料�
寄付金�
補助金�
資産運用収入�
雑収入�
帰属収入合計�
基本金組入額�
消費収入計�
人件費�
教育研究経費�
管理経費�
借入金利息�
資産処分差額�
予備費�
消費支出計�

0�
0�

850�
0�
74�
799�
1,723�

△81,853�
△80,130�
54,416�

0�
36,160�

0�
0�
0�

90,576

800,662�
29,359�
3,813�

149,017�
11,747�
18,320�

1,012,918�
76,699�

1,089,617�
567,351�
245,742�
40,913�

0�
13,999�

0�
868,005

483,368�
16,411�
1,155�
81,289�
6,799�
32,168�
621,190�
△87,414�
533,776�
414,733�
102,905�
23,868�
9,586�
2,268�
0�

553,360

354,588�
15,901�
1,443�

237,414�
4,591�
36,163�
650,100�

△219,398�
430,702�
417,959�
113,186�
26,546�
9,509�
0�
0�

567,200

176,870�
2,798�
0�

3,361�
2,155�
292�

185,476�
△1,726�
183,750�
70,011�
22,199�
8,490�
0�

109�
0�

100,809

1,815,488�
64,469�
7,261�

471,081�
25,366�
87,742�

2,471,407�
△313,692�
2,157,715�
1,524,470�
484,032�
135,977�
19,095�
16,376�

0�
2,179,950�
22,235�
727,458�
749,693

0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�

△513,918�
△531,918�
76,421�
579�

53,496�
0�
0�
0�

130,496

768,100�
23,350�
3,500�

152,198�
8,400�
9,050�

964,598�
△11,647�
952,951�
569,026�
275,155�
58,137�

0�
0�

4,200�
906,518

456,566�
17,100�
1,500�
81,670�
6,250�
2,000�

565,086�
△16,904�
548,182�
358,211�
117,608�
26,805�
7,406�
0�

2,600�
512,630

384,774�
15,100�
1,000�

276,493�
7,500�
3,546�

688,413�
△39,941�
648,472�
382,639�
127,067�
23,150�
5,099�
0�

2,900�
540,855

173,400�
1,000�
0�

3,400�
4,000�
2,093�

183,893�
△567�
183,326�
80,202�
24,326�
4,531�
0�
0�

3,800�
112,859

1,782,840�
56,550�
6,000�

513,761�
26,150�
16,689�

2,401,990�
△600,977�
1,801,013�
1,466,499�
544,735�
166,119�
12,505�

0�
13,500�

2,203,358�
402,345�
749,693�
1,152,038

当年度消費支出超過額�
前年度繰越消費支出超過額�
翌年度繰越消費支出超過額�

●2000年度決算、2001年度予算について�

二
〇
〇
〇
年
度
満
足
度
調
査
結
果�

改
善
へ
の
取
り
組
み�

�

●
満
足
度
調
査
に
つ
い
て�

　
聖
隷
学
園
は
、学
生
・
生
徒
の
考
え
方
を
把
握
す
る
と
共

に
、そ
れ
ら
を
学
校
経
営
や
学
校
運
営
に
積
極
的
に
反
映

さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、大
学
、短
期
大
学
、専
門

学
校
、高
等
学
校
の
卒
業
学
年
の
全
学
生
・
生
徒
を
対
象
に

し
て
、一
九
九
四
年
度
か
ら
満
足
度
調
査
を
毎
年
実
施
し
て

い
ま
す
。こ
の
調
査
は
学
校
法
人
が
直
接
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、学
生
・
生
徒
が
教
員
を
意
識
せ
ず
に
回
答
で
き
る
こ

と
が
特
徴
で
、在
学
期
間
中
の
素
直
な
意
見
や
感
想
を
聞

く
こ
と
が
出
来
ま
す
。調
査
方
法
は
、八
〇
〜
一
〇
〇
問
の
設

問
を
設
け
て
マ
ー
ク
シ
ー
ト
に
よ
る
回
答
を
す
る
他
、自
由

記
述
を
併
用
し
て
い
ま
す
。マ
ー
ク
シ
ー
ト
に
よ
る
回
答
は
、

「
大
変
満
足
し
て
い
る
」「
や
や
満
足
し
て
い
る
」「
ど
ち
ら
で

も
な
い
」「
あ
ま
り
満
足
し
て
い
な
い
」「
全
く
満
足
し
て
い

な
い
」の
五
段
階
で
す
。�

�

●
調
査
結
果
の
概
要�

　
調
査
項
目
は
、大
学
・
短
期
大
学
・
専
門
学
校
で
は
①
教

育
目
的
・
目
標
、②
進
路（
就
職
・
進
学
）、③
授
業
全
般
、④

教
員
、⑤
事
務
職
員
、⑥
校
舎
、⑦
図
書
館
、⑧
体
育
施
設
、

⑨
厚
生
施
設
、⑩
課
外
活
動
、⑪
下
宿
、⑫
交
友
関
係
、⑬

そ
の
他
の
学
生
生
活
の
十
三
項
目
に
わ
た
り
ま
す
。（
高
等

学
校
で
は
①
〜
⑨
は
大
学
・
短
期
大
学
・
専
門
学
校
と
同
様

の
分
類
の
他
、⑩
行
事
、⑪
部
活
動
、⑫
学
校
生
活
の
十
二

項
目
に
分
類
）�

　
大
学
で
は
、「
大
変
満
足
し
て
い
る
」
「
や
や
満
足
し
て

い
る
」を
合
わ
せ
た
割
合
の
上
位
三
項
目
は
、⑥
校
舎
六
七

％
、⑤
事
務
職
員
五
九
％
、④
教
員
五
五
％
で
す
。
反
対
に

「
全
く
満
足
し
て
い
な
い
」「
あ
ま
り
満
足
し
て
い
な
い
」を

合
わ
せ
た
割
合
の
上
位
三
項
目
は
、⑨
厚
生
施
設
四
七
％
、

⑩
課
外
活
動
三
八
％
、⑪
下
宿
三
三
％
で
す
。同
様
に
短
期

大
学
の
満
足
度
の
高
い
上
位
三
項
目
は
、④
教
員
五
四
％
、

⑬
そ
の
他
学
生
生
活（
学
校
周
辺
に
医
療
・
福
祉
施
設
が
多

い
こ
と
、健
康
管
理
、奨
学
金
制
度
等
）四
三
％
、⑤
事
務
職

員
四
二
％
で
あ
り
、
不
満
足
の
割
合
の
高
い
上
位
三
項
目

は
、⑦
図
書
館
四
一
％
、⑥
校
舎
三
三
％
、⑨
厚
生
施
設
三
三

％
と
施
設
面
に
集
中
し
て
い
ま
す
。専
門
学
校
で
は
、満
足

度
の
高
い
上
位
三
項
目
は
、④
教
員
六
四
％
、③
授
業
全
般

六
一
％
、⑤
事
務
職
員
五
八
％
で
あ
り
、不
満
足
の
割
合
の
高

い
上
位
三
項
目
は
、⑦
図
書
館
二
四
％
、⑩
課
外
活
動
二
三

％
、⑨
厚
生
施
設
二
三
％
で
す
。�

　
高
等
学
校
で
は
、「
大
変
満
足
し
て
い
る
」「
や
や
満
足
し

て
い
る
」を
合
わ
せ
た
割
合
の
上
位
三
項
目
は
、⑤
事
務
職

員
五
〇
％
、⑨
厚
生
施
設
四
八
％
、②
進
路（
進
学
・
就
職
）

三
四
％
で
す
。反
対
に「
全
く
満
足
し
て
い
な
い
」「
あ
ま
り

満
足
し
て
い
な
い
」を
合
わ
せ
た
割
合
の
上
位
三
項
目
は
、④

教
員
四
二
％
、⑧
体
育
施
設
四
〇
％
、③
授
業
全
般
三
九
％

で
す
。�

�

●
学
校
経
営
・
学
校
運
営
へ
の
反
映�

　
こ
の
調
査
結
果
は
、こ
れ
ま
で
も
理
事
会
や
教
職
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
分
析
し
、そ
の
重
要
度
や
緊
急
性
を
判
断

し
て
、教
育
内
容
の
充
実
、施
設
設
備
の
充
実
等
に
反
映
さ

せ
て
い
ま
す
。�

　
施
設
設
備
面
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
教
室
・
実
習
室
へ

毎
年
計
画
的
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
き
て
お
り
、教
育
環
境

の
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、従
来
の
学
生
食
堂
に
加

え
て
、新
築
し
た
大
学
二
号
館
に
も
新
た
に
学
生
食
堂
を
設

置
し
ま
し
た
。ま
た
、二
〇
〇
一
年
度
か
ら
短
期
大
学
・
専
門

学
校
の
学
生
も
大
学
生
同
様
に
大
学
図
書
館
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。�

�

　
高
等
学
校
で
は
、進
路
希
望
の
多
様
化
、価
値
観
の
多
様

化
に
対
応
す
る
た
め
に
、二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
新
コ
ー
ス
制

度
を
導
入
し
ま
し
た
。目
的
別
に
特
別
進
学
コ
ー
ス
、看
護
・

福
祉
進
学
コ
ー
ス
、長
期
留
学
コ
ー
ス
、総
合
コ
ー
ス
を
設
け
、

総
合
コ
ー
ス
の
中
に
は
、文
理
進
学
ク
ラ
ス
、情
報
ク
ラ
ス
、総

合
教
養
ク
ラ
ス
を
設
け
て
、生
徒
が
目
的
・
目
標
を
も
っ
て
学

校
生
活
が
お
く
れ
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。さ
ら
に
特
別
進

学
コ
ー
ス
で
は
、進
学
塾
の
教
員
と
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
制
を

と
り
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、情
報
ク
ラ
ス
で
は
専
門

学
校
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
ス
ク
ー
ル
制
を
取
り
入
れ
、生
徒
が
よ

り
専
門
的
な
知
識
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。�

　
今
後
も
、こ
の
調
査
結
果
を
尊
重
し
て
、学
生
・
生
徒
一
人

ひ
と
り
が
よ
り
高
い
満
足
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
改
善
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
最
後
に
、ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
学
生
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。�

�

■2000年度決算��
　10ヵ年計画（1997～2006年度）で予定していた2002年4月の社会福祉学部増設と
2003年9月の高等学校移転に向けて、2000年度は具体的な準備に着手した年となり
ました。�
　社会福祉学部増設に備えての大学全体の総事業費は1,159,527千円であり、2000年
度は大学2号館建築工事代の10％と2号館新築及び1号館改修工事の設計監理料の合
計金額88,420千円を支払いました。また、高等学校移転用地取得費用360,380千円のう
ち手付金106,000千円を支払いました。�
　高等学校校舎全面移転計画に際しては事業費の約2分の1にあたる額を借入金により
まかなう予定であり、その際の新たな借入金に備えて、野球場取得のための日本私立学校
振興・共済事業団の借入金残高と短期大学校舎改修のための市中金融機関からの借入
金残高の合計金額131,330千円を繰上げ一括返済しました。��
　過去5年間の満足度調査結果から特に改善要望の高かった教室・実習室の教育環境
改善のために、大学の教室・実習室へのエアコン設置（15,855千円）、短期大学実習室へ
のエアコン設置（4,985千円）、高等学校の全教室へのエアコン設置（42,000千円）を行
いました。�

■2001年度予算��
　2001年度予算では、高等学校移転用地取得費用及び工事費用の一部を予算計上、
また大学2号館建築費用及び１号館改修費用、設備備品の取得費用を予算計上してい
ます。これらの支出のうち、大学2号館建築費用等に関わる基本金組入額531,918千円
を法人部門に計上しました。��
　学生生徒等納付金は、大学・短期大学・専門学校ともに2000年度より学費を据え置
いています。高等学校では、2000年度に全教室にエアコンを設置したことに伴い1人あた
り維持費を年額6,000円増額しています。�
　人件費は、昨年の人事院勧告と最近の経済動向から給料表の見直しはせず、定期昇
給分だけを見込んで予算編成をしました。教育研究経費及び管理経費には固定資産の
減価償却費212,631千円が含まれており、また、今年度は社会福祉学部開設準備費用
29,839千円を法人部門に計上しています。以上により、今年度は402,345千円の消費
支出超過となる見込です。�

�

学
園
報
第
二
十
四
号
は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、四
月
開

設
に
向
け
て
準
備
の
進
ん
で
い
る
社
会
福
祉
学
部
の
こ
と
を
中
心
に

し
て
、学
園
の
将
来
計
画
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
園
の

動
き
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後
も
高
等
学
校
の

全
面
移
転
等
、大
き
な
事
業
が
続
き
ま
す
。
そ
れ
ら
を
お
伝
え
す
る
た

め
に
紙
面
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、お
読
み
に
な
っ

た
ご
感
想
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

（
法
人
事
務
局
総
務
課
）�
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